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研究成果の概要（和文）：看護師のキャリアプランプランニングを明らかにすることを目的とした。
今回は、認定看護師・専門看護師への選択の決定過程に注目し分析を行った。結果、専門看護師・認定看護師と
もにキャリアアップの行動をとる動機づけとなったものは、「参加が目標をかなえるという期待」であった。そ
してそこに「人生の過渡期」としての学修ニーズが生じると、潜在的な学習意欲が顕在化することとなり、学習
はさらに動機づけられていた。次に、学習が動機づけられると、「他者との関わり」の中からの「情報」の取
得、自分を高めたいという「成長志向性」、自分自身で主体的に対応しようとする「主体的対応力」などによっ
て柔軟に対応していることが分かった。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to clarify the career planning of nurses. Focusing on 
the decision-making process of certified nurses and certified nurse specialists, their processes 
were analyzed and the following results were acquired. The motivation to make decisions on career 
improvements was the expectation that the participation would meet their goals. And once given 
learning needs occurred during their life transitions, potential learning activities became clear 
and their learning activities were much motivated. Moreover, it was found out that this motivation 
encouraged them to acquire information through communication with others, led growth-oriented 
motives to improve their self-esteem and enabled them to respond flexibility with their intentions. 

研究分野：看護教育、成人看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
申請者らは、欧州委員会「社会学的・経済
学的重点研究」“Higher Education and 
Graduate Employment in Europe”(通称
CHEERS研究）(日本代表：吉本圭一)で考案
されたコンピテンシー項目、2004～2006 年
に van der Veldenを研究代表者とする欧州
委員会「重点的研究プロジェクト」“The 
Flexible Professional in the Knowledge 
Society ”（通称 REFLEX研究）を基盤とし
た、看護師の獲得能力と職務上の必要能力に
ついてコンピテンシー項目（３領域。37項目）
を作成しアンケート調査を実施した。この縦
断的調査の対象は、「看護系大学在学生およ
び総合病院勤務の看護師」であった。結果、
各時点（大学実習前から卒後 10 年後まで）
における看護師の獲得能力の総合的自己評
価は経験とともに上昇していることが明ら
かとなった。 
また別の視点より、日欧の大卒看護師教育
課程の比較を行い、日本の看護師の特徴を明
らかとすることができた。日本の教育課程で
は、【学問的な理論や概念枠組み】、【講義】
が重要視されていた。次にコンピテンシーに
ついては、欧州に比べ日本では獲得能力がす
べて低い結果となり、反対に必要能力は日本
が高い結果となった。そして、大学教育の活
用状況については、【職場で学習遂行】、【将
来のキャリアを展望】、【人格の発達】で、日
本が有意に低い結果となった（ｐ＜0.001）。
これらの結果より、日本看護教育の課題とし
て、今後のキャリアに繋がる教育が求められ
ると考えられた。 
これまでの研究により、大卒看護師に必要
なコンピテンシーは徐々に解明されつつあ
る。しかし、日欧の比較を行った申請者らの
研究結果からも、獲得したコンピテンシーを
活用すべき方法論が未だ解明されておらず、
さらに、日本の看護基礎教育課程に不足して
いる部分である「キャリア教育」、すなわち
キャリアプランニングの点に注目した基礎
的研究を行い、その応用に繋がるよう発展さ
せたいと考える。 
 
２．研究の目的 
本研究は、申請者らのこれまでの助成研究
において明らかとした大卒看護師のコンピ
テンシー獲得状況およびチーム医療の中で
のエンプロイアビリティをキーとして、キャ
リア教育の一貫として未だ解明されていな
い基礎的諸問題を解決し、キャリア教育とし
ての基礎看護教育システムを展開するため
の研究基盤を確立し、さらにその応用へと展
開することを目的とした。 
①看護師のコンピテンシーの獲得能力とキ
ャリア形成の関連性（看護の独自性） 
②看護系大学における学術型教育と職業型
教育の学位と資格の体系化に向けての枠組
みの検討 
③新人看護師の研修制度に必要な基礎看護

教育システムモデルの構築 
 
３．研究の方法 
これまでの研究「看護師に要求されるコン
ピテンシー項目」を再分析し、キャリア形成
の要素抽出のためにインタビュー調査を実
施した。インタビューの内容は、①看護師に
なった動機ならび対象科を選択した理由と
看護経験、②認定看護師課程または専門看
護師課程に進学するきっかけや課程での学
び、③認定看護師、または専門看護師とし
ての活動、印象に残った場面等である。得
られたデータは逐語録を作成後精読し、内容
全体の理解と解釈に努めた。逐語録から、認
定看護師または専門看護師を目指した理由、
経験した内容とその意味について質的帰納
的に分析した。 
 倫理的配慮：研究参加者へ研究の趣旨、研
究参加の自由意思、匿名性、結果の公表を口
頭・書面にて説明し、書面で同意を得た。本
研究は研究者らが所属する大学（必要時、施
設）の倫理審査委員会の承認を経て実施した。 
 
４．研究成果 
 研究対象者：専門看護師 10 名（男性 2名、
女性 8 名）。専門分野：精神看護 5 名、慢性
疾患看護 3名、急性・重症患者看護１名、小
児看護 1名。認定看護師 14名（男性 6名、
女性 8 名）。認定分野：集中ケア 3 名、手術
看護 2名、感染看護 1名、小児救急看護 1名、
日本精神科看護協会認定 7名。 
注）専門看護師制度は、日本看護協会と日本看護系
大学協議会と連携し運営されている。2017年現在、
特定されている分野は 13分野、296名である。 
認定看護師制度は、日本看護協会が運営してい
る。2017 年現在 21 分野が存在する（登録者数
17,443名：2016年 7月現在）。しかし、その中に
精神看護領域に関連するもの認定看護師制度は見
られない。そのため、精神科認定看護師について
は、日本精神科看護協会が 1995 年に認定看護師
制度を創設している。2017年現在 700人以上の精
神科認定看護師が登録をしている。 
 
 精神科の看護師とそれ以外の認定看護師、
専門看護師に分けて分析を行った。 
１）精神における認定看護師・専門看護師 
（1）認定看護師 
研究参加者は、日本精神科看護協会が認定
したうつ病看護 1名、精神科身体合併症看護
1 名、退院調整 2 名、行動制限最小化看護 1
名、精神科訪問看護 1名、司法精神看護 1名
の計 7名の認定看護師である（インタビュー
調査当時の名称で現在は改変されている）。 
認定看護師歴は平均 6.4 年（2～13 年）、精
神科経験は平均 18.8 年（12～30 年）であっ
た。最終学歴は大学院卒 1名、大卒 2名、短
大卒 1名、専門学校卒 3名（准看護師から看
護師への進学課程）であった。 
看護基礎教育課程に進んだ理由は、看護師
への興味・関心、近親者・教員からの勧めな



どであった。精神科を選択した理由は、実習
で関心が深くなった、以前から精神科に興味
があったという反面、特に理由はなかったが、
精神科に配属されて関心が強くなったとい
う人もいた。男性の中には男性看護師の存在
も知らなかったという人もいた。認定看護師
の存在についても同僚や医師の勧めで知っ
たという人もおり、認知度の差が大きかった。 
認定看護師を目指す理由として、＜精神科看
護師としての問い＞では、患者のために知
識・技術を身につけたい、精神科看護師とし
ての成長への願いがあった。＜自己の人生と
キャリアとしての問い＞では、今までやって
きたことへの振り返りがあり、自分の人生と
精神科看護のキャリアを強く結びつける動
機が見えた。＜職場の改革＞では、現状への
不満、不全感があり、職場の変革を望んでい
た。認定後は、職場の期待に応え、組織で活
躍する場を得る場合もあれば、組織で認めて
もらえずにやりたいことができず葛藤して
いる姿もあり、自ら訪問看護ステーションを
立ち上げるという道を選択する人もいた。 
（2）精神専門看護師 
研究参加者は、日本看護協会が認定した精
神専門看護師 5名である。専門看護師歴は平
均 5.4 年（2～10 年）、精神科経験は平均 12.2
年（8～16 年）であった。精神科以外の看護
経験は平均 2.2 年（0～5年）であった。看護
師の資格は、短大あるいは大学で取得してい
た。最終学歴は大学院の専門看護師コースで
ある。 
看護基礎教育課程に進んだ理由は、看護師
への興味・関心、近親者・教員からの勧め、
国際協力参加のためなどであった。精神科を
選択した理由は、以前から精神科に興味があ
った、実習で興味・関心が深くなった、まず
は心を学ぶことが大事だと思ったというこ
とが挙げられた。5 名中 2 名は、精神科に興
味があったが、まずは身体の看護を経験した
ほうがよいという周囲のアドバイスに従っ
ている。しかし、もともと精神科に興味があ
るため、3 年間、精神科以外の科で勤務した
後に単科の精神科病院に異動している。 
専門看護師を目指す理由として、＜学生時
代からの希望＞があり、大学での授業や友人
との話題が影響していた。看護の勉強が好き
であり、さらに精神科の勉強が好きであり、
向学心が旺盛である。精神科以外の病棟で勤
務していても精神科の学習会に参加するよ
うな熱意がある。＜周囲からの誘い＞では、
先輩看護師や大学教員からの勉強会の紹介
や大学院への紹介があり、タイムリーに参加
し断らない。専門看護師になることを学生の
時から決めていたり、なれればいいなと漠然
とした思いを持っており、早い段階（看護基
礎教育課程卒後平均 5.2 年）で大学院に進む
という特徴がみられた。＜リエゾンナースに
なりたい＞では、身体科での経験から希望し
ていた。インフォームドコンセントなど倫理
面の意識が高かった。＜精神科看護の改革＞

を意識し、患者のため、精神科看護全体のた
めという意識を持って臨んでいた。 
実際の活動では組織を意識した活動や、精
神科看護師の自立を意識した活動をしてお
り、専門看護師として何をすべきか常に自分
に問いかけながら実践している姿があった。
それを病院の中でどのように理解されてい
るのか、評価されているのか自分たちもよく
わからないまま課題を感じながら職務を遂
行していた。 
 
２）その他の分野の認定看護師・専門看護師 
(1)認定看護師 
認定看護師歴は平均 5.4 年（1～16 年）、看
護師経験は平均14.1年（9～21年）であった。
最終学歴は大卒 4名、短大卒 1名、専門学校
卒 2名であった。 
看護基礎教育課程に進んだ動機は、看護師
という職業への興味・関心を持った時に、教
師や家族といった周囲からの勧めなどによ
り進学先が決定されていた。ところが、看護
師基礎教育課程を卒業した時点では、対象者
のうち5名は何らかの形でその次の段階のキ
ャリアを意識しており、認定看護師課程への
進学の動機は、＜自己成長＞への期待と＜タ
イミング＞であった。この時、教育期間が半
年であること、看護実践を続けたい、現場志
向などの理由から認定看護師課程を選択し
ていた。 
そして、認定看護師としての学びは、その
後の活動において、＜学習意欲の向上＞、＜
主体的な活動＞、＜対人関係性への礎＞とな
って活用されていた。また、それまでは、受
け身であった日々の業務に関しても、認定看
護師課程での学びを他者へ還元することを
主体とし、専門性を生かした学習会の運営な
ど、それぞれの持てる力を発揮していた。そ
して、さらなる次のキャリア大学院進学を目
指している者もいた。 
(2）専門看護師 
専門看護師歴は平均 2.2 年（1～4 年）、看
護師経験は平均 19 年（10～27 年）であった。
看護師の資格は、短大あるいは大学で取得し
ていた。１名は、専攻科卒業後、学士を得る
ために他の学部を卒業し大学院へ進学した
ものもいた。最終学歴は大学院の専門看護師
コースである。 
看護基礎教育課程に進んだ理由は、看護師
への興味・関心、近親者・教員からの勧めな
どであった。専門看護師を選択した理由は、
より専門的な分野を学びたくなったという
ことが挙げられた。 
専門看護師を目指す理由として、＜学生時
代からの希望＞があり、大学での授業や友人
との話題が影響していた。看護の勉強が好き
であり、さらに当該分野の勉強が好きであり、
向学心が旺盛である。＜周囲からの誘い＞で
は、先輩看護師や大学教員からの勉強会の紹
介や大学院への紹介がありっていた。専門看
護師になることを学生の時から決めていた



り、なれればいいなと漠然とした思いを持っ
ていたが、実際、大学院に行くまでには比較
的時間を要していた。特徴的だったものは、
専門看護師になるために、大学院への進学を
希望したが、専攻科卒業だったために、進学
できず、大学への進学（通信教育）からスタ
ートし、専門看護師になるまでに、７年時間
を費やしたものもいた。 
実際の活動では組織を意識した活動や、各
分野における看護師の自立を意識した活動
をしており、専門看護師として何をすべきか
常に自分に問いかけながら実践している姿
があった。それを病院の中でどのように理解
されているのか、評価されているのか自分た
ちもよくわからないまま課題を感じながら
職務を遂行していた。今回、インタビューし
たものは、経験年数が、浅かったため活動を
どのようにしていったらよいか迷っていた。 
 
３）看護系大学における学術型教育と職業型
教育の学位と資格の体系化に向けての枠組
みの検討 
認定看護師のキャリアプランニングとし
ての特徴は、最初から目指しているというよ
りも、実践の中で目指していくパターンが多
いようである。精神科看護の場合、精神科臨
床の長い実践の中で自分のキャリアを振り
返ったり、自己実現を目指すというものであ
った。最初は、認定看護師の存在さえ知らな
かったのであるが、学習を進めるうちに自分
の目指すものが、だんだん明確になっていた。
その中で自分が変わり、他の人も巻き込んで
変わっていくというものであった。認定看護
師は、エキスパートであるため他への影響が
直接的でわかりやすく、ロールモデルとなる
ことで病棟への影響は大きいと思われる。自
らがリーダーとなっていき、周囲への協力も
受けやすい。今回の精神科看護師の調査時点
では、うつ病看護、身体合併症看護など部門
が分かれていたが実際の活動は、専門だけで
はなく多岐にわたっていた。それは本人が望
むに限らず病院の求めに応じた活動を実践
しており、その活動内容が専門を取り払った
現在の精神科認定看護師のシステムになっ
ている。 
一方、精神専門看護師は、看護基礎教育の
教育課程の影響と思われるが、学生のうちか
ら専門看護師の存在を知っており、自分も活
躍したいという気持ちを持っていた。職務内
容を把握しているわけではないが、専門看護
師が看護の質向上に役立っていることは理
解しており、向上心が非常に高いという特徴
がある。入職時から学習会の参加があり、意
欲、意識が高く、臨床の経験が少なくても、
早い段階での大学院進学を果たしている。今
回の調査対象の認定看護師は、現場のことを
熟知し、もっとよくしたい、もっと知識をつ
けたいという現実的な学びがあった。専門看
護師は資格を得てからの学びが大きいよう
で、専門看護師として組織での役割、評価を

考え、管理職にも理解されえないような孤独
を感じながら職務に当たっていた。 
このように、リカレント教育としての認定
看護師課程に進学したきっかけは、「参加が
目標をかなえるという期待」であった。そし
てそこに「人生の過渡期」としての学修ニー
ズが生じると、潜在的な学習意欲が顕在化す
ることとなり、学習はさらに動機づけられて
いた。その一方で、学習が動機づけられると、
同時にリカレント教育に対する様々な「阻
害」に直面することとなる。阻害因子として
は、職場の人間関係、経験年数、年齢的な順
序性などであった。その際の対処方法として、
「他者との関わり」の中からの「情報」の取
得、自分を高めたいという「成長志向性」、
自分自身で主体的に対応しようとする「主体
的対応力」などによって「阻害」に応じて柔
軟に対応していた。専門看護師の場合は、大
学院進学であるために、一度、勤務していた
職場を辞職し、専門看護師として同じ職場に
戻ったもの、他の職場へ変わったものといろ
いろであった。 
いずれのキャリアもそれぞれの役割があ
るが、自分が何をしたいのか、しっかり熟知
し進むことが重要である。学生や新人看護師
は、職務内容がよくわからずに認定看護師、
専門看護師と口にしているが職務内容を十
分に理解する必要がある。その一つとして、
看護基礎教育の段階でのキャリア教育は重
要である。また看護職としての人生の中でキ
ャリアプランニングという考えも早い段階
で一考することが勧められる。 
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